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Ⅱ．園芸（畑作・果樹）作業

１．ＳＳ（スピードスプレーヤー）作業

＊チェックリストの解説と事故防止策
＜ＳＳの典型的な事故、転倒と枝・立ち木との衝突＞

ＳＳは薬剤タンクに600～1,000Ｌを入れて走行します。タンクに液剤の揺れを防ぐ緩衝

板のあるものもありますが、いずれにしても、走行中液剤がタンク内で揺れることで大変

不安定となります。ちょっとした段差、カーブ、傾斜など全てが危険要因となります。

また、樹幹に出来るだけ近づいて散布しようとして幹に近づいての立木や枝との衝突が

多く発生しています。あらかじめ、散布の走行ルートを確認し、枝・立木との距離を確認

しておく事が必要です。

そうだ ちがう

デコボコ、段差のある通路はない

傾斜のある通路はない

路肩が不鮮明なところはない

車幅、ギリギリのところはない

ぬかるんだところはない

ＳＳタンク内に仕切り版があり、液剤の振
動を干渉している

道路走行時には、ブレーキ連結ロックをか
けることができる

液剤が入ると、重心が高くなり不安定にな
ることを知っている

走行中、タンク内の液剤に慣性が働き、正
常な静止ができないことを知っている

走行スピードは、上げない

急ハンドルは切らない

バック時は、降りて後方の確認を行う

散布前に、園内の走行路の危険箇所を確認
する

枝や立木などには衝突回避のための危険標
識（ポールや布きれ）で表示している

移動経路が決められている

機械 キャビンの有無 キャビン付きのＳＳを使用している

人 危険認識
低い枝については、その高さを事前に測定
し、ＳＳの衝突を回避している

②
枝
・
立
木
と
の
衝
突

薬剤が入ったと
きの不安定さ

作業
分類

事項

機械

①
走
行
時
の
転
倒

優先
対策

要因

環境 移動経路

チェック内容
チェック欄

移動経路環境

危険認識人
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２．脚立作業

＊チェックリストの解説と事故防止策
脚立は、梯子と異なり単なる昇降用の用具ではありません。基本的にはね脚立の上で作

業を行います。

それぞれの作業に適した脚立を選定、準備することが大切です。１本の脚立で全ての作

業の用を果たそうとすると、長すぎたり短すぎたりして的確で無い脚立を使い、事故につ

ながります。

いずれにしても脚立は、いかに安定に設置し、不安定な状況を作らないかが重要な課題

です。

そうだ ちがう

脚立を安定して設置できる広さがある

脚立が不安定になる場所では､同僚に脚立を
支えてもらう

脚立周囲に､登り降り時に邪魔になったり､
転倒したときに危険な側溝や､崖・石・木の
枝などが無い

ステップ幅 ステップ幅の広いものを用いている

脚長さ調整
脚の長さが、それぞれに変えることが出来
る

脚立の選択 それぞれ作業に適した高さの脚立がある

脚立に登る前に、脚立の安定性、周囲に危
険物がないことを確認する

登りはじめるときは､最下段に乗り、安定性
を確認する

開脚防止用チェーンを必ずかける

天板にのって作業はしない

身を乗り出して作業をすることはない

昇降時には、重い物を持たない

脚立を使用するときは､ヘルメットを着用す
る

滑りにくい靴、ポケットや袖が引っかから
ない作業着を着用する

体調が悪い時は､脚立には上がらない

高齢者、持病に高血圧があると脚立を使う
作業での危険性が増すことを知っている

保護具・
　服装

作業場所

剪
定
・
摘
果
・
収
穫

作業方法

(3)
人

(2)
機具

(1)
環境

健康・年齢

作業
分類

事項
優先
対策

確認

チェック欄
要因 チェック内容
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＜脚立使用の５原則＞

農作業事故の対面調査で、脚立の使用中に事故にあった方々からの除法として、脚立の

安全使用の５原則をまとめました

①設置する際に、最下段のステップに乗ってトントンと踏み込む

②開脚防止チェーンを掛ける

③天板に乗らない

④昇り降りの際に重い物を持たない工夫

⑤身を乗り出さず、直上直下での作業をする

＜適切な脚立の選択、３つのポイント＞

①脚立は昇り降りだけでなく、その上で作業をします。そのためステップ幅が広いほど

疲れません。

②現在、１本１本の脚の長さを変えることの出来るものが販売されています。微妙な高

さの調整で脚立が安定に設置できます。

③作業ごとに適切な脚立を準備することが大切です。

開脚防止チェーンを掛ける
（長さが足りない場合、紐等で延長する）

設置の際に、最下段のステッ
プに乗ってトントンと踏み込む
（不安定の場合、少しずらして
再度トントンする）

天板に乗らない

脚立の昇り降りの時、
重い物を持たない

「もうちょと」と身を乗り出
さない。直上直下の作業
となるよう、脚立を移動

適切な長さの脚立を用いる
（１本で全て済まそうとしない）

脚の長さを１本１本変
えることができる脚立

ステップ幅の広いものを！
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３．トラクターによる道路走行・コンテナ牽引

＊チェックリストの解説と事故防止策
トラクターが牽引するコンテナの後ろから走る車は、「前を壁が動いている」としか見

えません。追い越しをするにも命がけです。

＜コンテナにの後部に、「長さ○○ｍ」

の表示を＞

コンテナの後部に、長さの表示がある

だけで、後続車は追い越しできるか否か

を判断できます。

また、コンテナを牽引している時は、

交通量の少ない道を選択すべきです。

そうだ ちがう

道路状態・
　交通量

コンテナ走行専用の側道・農道または交通
量の少ない一般道・農道を選んで通行する

日没後や日の出前は走行しない

日没後や日の出前の走行時には、暗くても
後方から確認できる尾灯や反射板を装備す
る

坂道
通る坂道は、勾配が緩く、天候が悪くて
も、ｽﾘｯﾌﾟすることなく安全に上下できる

道路幅・路肩
車輌に対して十分な路幅があり、路肩も視
認（路肩ポールなどを含む）できる

点検・整備
手順を決めて、使用する前に必ず点検して
いる

ｻｲﾄﾞﾐﾗｰ 左右にあり、十分な視野が確保できている

尾灯
コンテナの後ろに、後方から見える位置に
尾灯がある

反射板 コンテナ後方に反射板が装着されている

コンテナの長さ
コンテナの長さを後続車が確認できるよ
う、コンテナ後方に総長が大きく記載され
ている

身体機能
車両運転・操作に支障を及ぼすような、認
知機能、平衡機能、瞬発力などの低下がな
い

習熟度
コンテナなどの牽引車両の運転・操作につ
いて研修をうけており、運転・操作に習熟
している

車輌知識
死角を含めて、車輌についての基本知識を
身につけている

危険箇所の認識
事前の下見や、最新のハザードマップで、
移動道路や圃場の危険箇所を確認している

コ
ン
テ
ナ
運
搬

道路の
評価

（環境）

日没後や日の出
前の走行

運転者の
評価
（人）

車輌の
評価

（機具）

作業
分類

要因 事項 チェック内容
チェック欄 優先

対策
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４．刈払機作業

そうだ ちがう

足場のしっかりした平坦地で､凹みや､突起
物もない

滑りやすい傾斜地だが､法面途中に、足場
や小段がもうけてある

作業開始前に､作業箇所を確認し､構造物や
切り株、針金、石、空き缶などがないこと
を点検する

朝露や雨で作業面が濡れると滑りやすくな
るので､作業をしない

炎天下での作業はしない

③休息環境 休憩時の日陰を確保できている

定期的に、刈払機の点検をしている

刈払機の使用前には、刃の固定を確認して
いる

紐の刈払機を使用している

チップソーの刃は、JISマークの刻印のあ
るものを使っている

③飛散防止カ
バー

飛散防止カバーがついている(外していな
い）

④トリガー
刈払機のトリガーを、紐で縛って使用する
ことはない

刈払作業の危険性を､具体的に､認識してい
る

刈払機に草が詰まって除去するときは必ず
エンジンを停止する

樹園地の古株や藪等でスズメバチなどが巣
を作っている可能性を認識している

保護具（日よけ帽、ゴーグル、フェース
ガード、耳栓、脛当て､手袋、安全靴)を着
用している

斜面での作業では､滑り止めの付いた安全
靴を使用している

③共同作業
複数で作業するときは､お互いが､10m以上
離れて作業をし、リーダを立てる

連続で作業する時間を決め､定期的に､休憩
している

休憩時にはのどが渇かなくても水分を取る
ようにしている

⑤体調不良時
体調に不安があるときは､無理せず､作業を
中止する

②器機選択

(3)
人

②保護具

④休憩・
水分摂取

優先
対策

要因 チェック内容
チェック欄

①危険認識

作業
分類

事項

刈
り
払
い
作
業

(1)
環境

①作業場所

②天候

(2)
機具

①点検
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＊チェックリストの解説と事故防止策
刈払機による事故は、農業機械のうちで最も多く発生しています。

主な事故原因は

①不安定な姿勢：常に左右に重心を移動させるため、特に斜面、法面では危険

②回転刃に直接触れる：電柱やコンクリートの構造物などに当たって、キックバック

や思わぬ動きで発生する

③飛散物：小石などはもちろんのこと、落ちている固い板、番線、さらにはチップソ

ーのチップが飛んでくる

④不安全な行動：エンジンを停止せずに絡みついた草を除くなど

⑤近くにいた人を切る

です。

①環境の問題

＜傾斜面には、小段の設置を＞

、 。「 」作業姿勢が不安定で 転倒や躓き等で事故が起こっています 農作業事故の対面調査

の結果では、斜度が40度を超えるところで、事故が多く発生しています。

、 。 、この不安定姿勢を解消するため 斜面の途中に小段を設ける事が有効な対策です 現在

各地で小段を設ける活動が展開されています。

＊斜面に、山羊を放して、傾斜面の除草を試みているところもあります。

＜畦には防草シートやカバープラントを＞

小さな畦でも、斜面の部分があります。

そこで、草を根本的に「断つ」ため、防草シートを畦に張ったり、畦の石抜きをして、

カバープラントを植えたりして、草を根本的に抑える方法もとられています。

刈払機は、右に左に重心を移動し、大変不安定。斜面
になるとさらに不安定。小段などを設置して安定に
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＜草むらに潜む危険を事前に察知、除去＞

、 。草刈りは 草が生い茂ってから行います

草が生い茂る前には「見えていた危険」が

草むらにによって危険が隠されます。

構造物として溜め升や、コンクリートの

溝、木の切り株など、春先など草が生えて

いなかった時には見えていた危険が隠され

たり、見えにくくなっています。

数十年も前に行った工事の排水溝の蓋が

ずれていて、草刈り中1.5mの排水溝に落ち

てアキレス腱を切った事例もあります。

また、番線や様々な不法投棄物などが草

。むらに放り込まれている可能性もあります

草刈りを始める前、慣れている場所であってもほんの数分、環境の事前確認をしましょ

う。

②機械の問題

＜チップソー、チップが取れやすい刃、取れにくい刃＞

これまでの調査から、とにかく安いチップソーのチップは外れやす

い、というのが結論です。このチップの飛散で、チップが手に突き刺

さったて１か月間膿が止まらなかった、目に飛び込んで失明した等の

事故が起こっています。

刃にＪＩＳマークの刻印のあるものは、外れにくい、と考えられま

す。

生い茂った草に隠された危険を事前にチェック。
・構造物：溜め升、溝、穴、木の切り株など
・散乱物：木の破片、番線、石など固い物

生研センター提供:2014.08.19

チップソーの衝撃試験：チップと刃の接触面がポイント

チップが取れなかった刃
・刃に食い込むようにチップが埋め込まれている
・刃とチップの接触面が多い

① ③② ④

簡単に取れた
刃との接触面が少
なく、単純。（接触の
焼きが不十分？）

チップの取れやすい刃、取れにくい刃



- 115 -

＜飛散防止カバーは取るな！＞

草が絡みつくから、と飛散防止カバーを外したり、また、カ

。バーを刈刃からかなり離れた位置に取り付けている人がいます

。このカバーは小石など飛散物を防ぐ大切な役割をしています

また、外れたチップの飛び出しを防いでくれます。

＜刈り始めに、刃の締め付けの確認を＞

元々整備不良では、刈払機そのものが役に立ちません。

ですから意外と整備不良が原因の事故は多くありません。

もちろん、だから整備点検が不要と言うわけではありま

せん。整備点検は、マニュアルに基づいて日頃定期的に

行うことが大切です。

整備不良が原因の事故として、刃の締め付けが悪く本

体から刃が外れ、空中を飛んでそばの人に突き刺さった

事故などがあります。刈り始めには、刃の締め付けが緩

くないか確認をしましょう。

③人の問題

＜絡みついた草の除去は、エンジンを止めて＞

刃などに草がからみつくことがよくあります。いち

いちエンジンを切ったり、刈払機を肩から降ろしたり

するのは面倒だ、とエンジンを掛けたまま除去しての

事故が、非常に多く発生しています。

スロットルを落としてエンジン回転を落としたから

大丈夫と、肩に刈払機をかけたまま、刃に無理な態勢

のまま手を伸ばし、反対の手がスロットルに触れてエ

ンジンが全開し、指を切断した事故もあります。とに

かく不測の事態を避けるためにも、面倒でも、刈払機

を肩から降ろし、エンジンを止めることが草の除去の

大原則です。

刃の締め付けが悪く刃が
外れて飛び、他の人に突き
刺さった事故もあります。

詰まった草を除く場合は、エ
ンジンを止める。エンジン回
転を落としただけでは、危険。
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＜防護を確実に＞

刈払機使用者のアンケート調査では、紐より回転刃を使

う人の方が、防御がいい加減、との結果です。

しかし、刈払機はとにかく不測の動きをして、身体を襲

。 、 。ってきます また 回転刃は様々な物をはじき飛ばします

簡易な防護では、十分に防ぐことができません。

いつもはしているフェースガードをほんのしばらくの間

の作業と思って、何もせず、作業開始数分でチップソーの

チップが目に入り失明した事例や、そばにあった電柱にぶ

つかりき反動で脚を切った事例など、防護がされていれば

防ぐことができた事故も多くあります。

＜「一区切りで、休憩」ではなく、一定の時間を決めて、確実に休憩と水分補給を＞

草刈りは、防護のための装備で身軽ではありませ

。 、 。ん また 常に左右に体重を移動し体を酷使します

さらに斜面も多く、思った以上に体を酷使していま

す。

ですから 「ここが終わったら休憩だ」と作業の一、

区切りがつくまで作業を続けると、疲労で事故を誘

発します。

「作業の一区切り」で休憩ではなく、一定の時間

を決めて、こまめに休憩を取る必要があります。特

に、夏場は、水分補給は「水分が欲しい」時だけで

なく、少量でも休憩毎に補給することが大切です。

＜複数での作業、リーダーを決め、お互いの距離を確実に取る＞

複数人で草刈りをする場合、お互いの距

離を保つ事が極めて重要です。刈払機の発

する音で、すぐ近くの人の存在も分かりま

せん。

複数人で行う場合は、必ずリーダーを決

め、事前のお互いの作業範囲を決め、その

範囲が終わったらリーダーの指示に従うこ

とが大切です。

身体の防護は確実に（フェー
スガード、手袋、靴、脛当て）
飛散防止カバーは外さない

時間を決めて、こまめ
に休憩、水分補給を

複数での作業では、リーダーを決め、リーダー
の指示に従い、お互いの距離を確実に保つ。
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５．ブームスプレーヤーによる農薬散布

＊チェックリストの解説と事故防止策
ブームスプレーヤーは、液剤をタンクに入れることで、重心が高くなり、またタンクの

設置した側にずれて行きます。ですから、ＳＳ等と同様走行時は、液剤の動きに左右され

不安定となります。

スピードの出し過ぎ、急カーブなども危険です。また、昇降路の昇り降りでも不安定と

なります。

ブームスプレーヤはトラクターに接続したタイプ、管理機に接続したタイプなど様々で

すが、管理機タイプは、高床タイプが多く危険です、昇降路に正対せずに、少しずれた方

向で進入して転倒した事故などが発生しています。

また、圃場で散布中、道路際の畦草にも除草剤を散布中、伸ばしすぎたアームに、走っ

て来た乗用車が衝突した事故も起こっています。公道近くでアームを伸ばすときは、三角

柱・コーンを置くなり、誘導者を配置したりする等の配慮が必要です。

そうだ ちがう

スプレーヤーが車幅以上とならないように走行して
いる

遠回りでもガタガタ道、坂道、交通量の多い道は通
らない

道路境界が草むらなどで見えにくいところはない

枕地
圃場を旋回するのに十分にスペースの枕地が取って
ある

昇降路 無理なく昇降出来る傾斜である

危険の認識
薬剤を入れたときに、振動で液剤が揺れ、重心が不
安定となり、デコボコ道、坂道走行の危険性を認識
している

公道との境
道路際の散布は、コーンなどを設置し、走行する自
動車にブームの存在を知らせている

作業
分類

要因 事項

走行

チェック内容
チェック欄 優先

対策

道
路
走
行

環境

農
薬
散
布

環境

人
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６．耕耘機作業

＊チェックリストの解説と事故防止策
耕耘機事故は、①バック、 ②軽い、というのが大きな事故原因です。

＜後ろ向きに歩く事は、人間の非日常的行動＞

人間はスポーツなど特別の時を除いて、後ろ向きには歩きません。つまり、人間は前進

用のギアしかありません。ところが、耕耘機の作業では後進を常に行っています。つまり、

日常ではない行動を行っています。

高齢者の場合、前進の場合でも足が十分に上がらず、躓きや転倒が発生しています。ま

してや、日常行動でない後進では、後ろのほんのわずかな土の塊や、数センチの畝にでも

躓き事故が発生しています。

また、人間にはバックモニターが設置されていません、つまり後ろに目がついていませ

ん。立木やハウスや格納庫の壁に押しつけられた事故で多くの死亡事故が発生しています。

そうだ ちがう

土は、固くない

土は、柔らかすぎない

足下に、土の塊、草などの塊がない

バックした時にぶつかる立木や格納庫の
壁、ハウスの壁、崖などがない

枕地のスペースは、十分に取ってある

デッドマンクラッチである

バック時にはロータリーは回転しない

前進・後進のギア表示が明瞭

バック時は、後ろの障害物を確認する

バック時は、足下の障害物を取り除いてか
ら作業する

固い土の場合、ロータリーの回転を落とす

一気に深か起こししない

環境
運搬車の駐車場
所

水平であり、傾斜が無い

桟橋のフックがあり、毎回強度を確認して
いる

桟橋は十分に長く、強度がある

軽量であっても桟橋を使う、または、相方
と一緒に積み降ろしをする

降ろす際、クラッチの入っている位置を確
認する

作業
分類

耕
耘
作
業

バック時

事項

環境

桟橋

優先
対策

要因 チェック内容
チェック欄

機具

人

積
み
降
ろ
し

積み降ろし

作業場所

固い土の耕耘

人

装備機具
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＜耕耘機が軽量化したために＞

一昔前の耕耘機は、大きく重量がありました。そのため、少々固い土でも馬力があり、

ロータリーが土に食い込み、ダッシングやキックバックが余り起きませんでした。

ところが、最近の耕耘機は小型化、軽量化しています。そのため、固い土では、簡単に

浮き上がってダッシングしたり、キックバックを起こしています。

また、「軽い」ために、安易に抱えて、畝間移動をしたり、軽トラに積み込んだりして

の事故が発生しています。

軽量化、小型化したため車幅も狭く不

安定となっています。作業中、倒れそう

になり、力任せに倒れないように支えよ

うとして、膝や腰を捻ったりしての怪我

も多く発生しています。

また耕耘機は、耕耘した後のデコボコ

の土の上を歩きます。もともと不安定な

機械を操っている上に、さらに歩くのに

不安定な環境の上を歩き、より不安定と

なっています。高齢者は、元々足元が不

安定なのに、不安定さが増幅され、事故

を誘発しています。

＜バック時は、後ろの足元確認、後方確認＞

後進の際、ちょっとした土の塊、畝、溝、杭、収穫後のカボチャのツルの塊等々、様々

な物に躓き、そのまま転倒し、ロータリーに巻き込まれたりしています。

また、ロータリーを止めていても、バックして畦に足を引っかけ、そのまま４ｍ下の川

に転落した事故もあります。

また、ハウス内で隅を耕そうとバックし、そのままハウスの壁に押しつけられた事故や、

バックして立木に押しつけられ首がハンドルに挟まったり、格納庫でバックしてやはり首

が挟まり、首吊りとなっての死亡事故が起こっています。とにかく、バックの際は、必ず

振り返って、足元や後方の立木・壁・塀などの存在を確認する必要があります。

また格納する際は、

バックではなく、前

進で格納するなど、

バックしなくてもい

い方法を最優先で選

択する必要がありま

す。

軽
量
な
た
め
固
い
土

で
ダ
ッシ
ン
グ
，キ
ッ

ク
バ
ック
を
起
こ
しや

す
い

一昔前の耕耘機に比較して小型化

耕
耘
した
後
を
歩
くた
め

不
安
定

車
幅
が
狭
く

不
安
定

人間は前進のギアのみ、バック時は
後方確認、小さな障害物でも転倒。

人間はバックモニターを持たない。
バック時は立木・壁・塀などの存在を確認
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＜固い土、石の多い畑でのキックバック、ダッシング＞

固い土を耕していて、突然暴走するダッシングが起きることがあります。これは、ロー

タリーが土に食い込まず、ロータリーが土の上を車輪のように飛び跳ねるために起きます。

これを防ぐためには、最初は、ロータリーの回転を落とし浅く起こすことで防ぐことが

できます。また、余りに固いときは雨上がりなど、土が少し軟らかくなった時に起こす等

の工夫が必要です。

また、固い土や石ころが多いと、ロータリーが石など固い物に当たったとき、反動でバ

ックするキックバックを起こすこともあります。石の多い畑では、最初に石を取り除いた

り、キックバックの発生の可能性を考えて、耕耘機から体を離して作業する等の工夫が必

要です。

＜車への積み降ろしでの事故＞

最近の耕耘機は小型化しており、簡単に持ち上げることができます。そのため、手でひ

ょいと抱えて乗せようとして､腰椎の圧迫骨折を起こしたりしています。

また、桟橋のフックが錆びていて折れての転落した事故や、降ろす時ギアが後進に入っ

ていると思って引いたらニュートラルになっていて、一気に桟橋を降り転倒、腰椎の圧迫

骨折等の事故が起きています。

軽いので、ついつい侮って扱うと、痛い目に遭います。

固い土の耕耘時のダッシング。
最初、浅く起こし、ロータリー刃低速回転で。

石や固い土等にロータリーが
ぶつかって、キックバック

耕耘機のギアがバックの入っていると
思って引いたら、ニュートラルに入って
いて一気に桟橋を降って、転倒。
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７．堀取機作業

＊チェックリストの解説と事故防止策
乗用の堀取機は、大型であり、オペレータからは見えない死角が広く存在しています。

また、多くの場合補助作業者が付くので、作業者間の合図の取り決めが大切です。また、

堀取機の中には、ゆっくり進むものもあり、作業中に作業車が降車したり乗車したりする

場合もあります。この際に引かれたりする事故も発生しています。

＜作業者間の合図を事前に決めて、ルールの徹底を＞

補助者が選別中に、ベルトコンベアなどを停止してもらいたいとき、必ずオペレーター

に届く合図の仕方を事前に

確認しておく必要がありま

す。

また、オペレーターや補

助者が堀取機を降りる場合

がありますが、必ず停止し

て行動する必要があります。

堀取機を止めず、落ちて

いたイモを拾おうとして躓

き、タイヤに引かれた事故

も起こっています。

そうだ ちがう

環境 作業場所 土が収穫物から離れやすい状態である

補助作業者の位置がモニターなどで確認で
きる

補助者とオペレーターの通信出来る装備が
ある

補助作業者が必要な時、緊急停止できる装
置が身近に設置されている

セーフガー
ド

危険部位のガードを解除すると、駆動しな
い機構がついている、無効化されていない

農機選択
昇降に無理の無いステップが設置されてい
る

危険認識 補助作業者は、危険箇所を認識できている

死角
オペレーター･補助作業者がお互いの死角
を知っており、死角に入る際には、お互い
に合図をする取り決めがある

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
オペレーターと補助作業者との作業合図の
方法が事前に定められている

補助作業者

堀
取
り
作
業

作業
分類

事項

機具

人

優先
対策要因 チェック内容

チェック欄

とめて！

堀取機は、大きくて死角がいっぱい。
作業者間の作業時の合図を決めて！
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